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令
和
元
年
十
二
月
以
来
、
二
年
ぶ
り

の
広
報
誌
と
な
り
ま
す
。
令
和
二
年
一

月
、
日
本
で
最
初
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
方
が
確
認
さ
れ
、
以
後

全
国
的
に
感
染
症
が
蔓
延
し
、
当
院
で

も
次
頁
以
降
の
よ
う
な
対
応
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
感
染
症
の
歴
史
を
振
り
返
る
と
、
廃

藩
置
県
で
人
の
移
動
が
自
由
に
な
っ
た

明
治
期
、
ス
ペ
イ
ン
風
邪
が
世
界
的
に

流
行
し
た
第
一
次
世
界
大
戦
の
頃
等
々
、

人
の
移
動
が
活
発
に
な
る
と
感
染
症
が

拡
大
す
る
と
い
う
こ
と
を
繰
り
返
し
て

き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
高

度
経
済
成
長
期
か
ら
の
医
療
は
、
交
通

事
故
や
生
活
習
慣
病
、
ガ
ン
等
、
救
急

医
療
か
ら
高
度
医
療
、
そ
し
て
予
防
医

学
を
含
め
一
人
ひ
と
り
の
個
々
の
病
気

の
早
期
発
見
早
期
治
療
を
基
本
に
し
て

き
た
と
思
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
感
染
症
は
、
高
度
な
医
療

技
術
を
駆
使
し
た
と
し
て
も
防
ぐ
こ
と

は
困
難
で
あ
り
、
日
常
生
活
で
の
マ
ス

ク
や
手
洗
い
等
基
本
的
な
生
活
習
慣
が

大
切
で
す
。
生
活
習
慣
病
や
ガ
ン
等
へ

の
対
応
と
は
異
な
り
、
人
と
人
と
の
か

か
わ
り
の
中
で
、
そ
の
拡
大
を
ど
の
よ

う
に
抑
え
ら
れ
る
か
を
、
地
域
ご
と
、

生
活
圏
域
ご
と
に
考
え
て
、
行
動
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
に

は
、
自
分
た
ち
の
地
域
は
、
自
分
た
ち

で
守
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
介
護
も

含
め
た
生
活
を
守
る
要
の
一
つ
と
し
て
、

「
在
宅
医
療
・
介
護
連
携
支
援
セ
ン

タ
ー
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
セ
ン
タ
ー

は
、
郡
山
市
か
ら
郡
山
医
師
会
が
委
託

を
受
け
、
当
院
に
事
務
所
が
あ
り
、
医

療
介
護
等
の
専
門
職
向
け
相
談
窓
口
と

し
て
情
報
共
有
の
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

か
か
り
つ
け
の
医
療
機
関
や
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
、
居
宅
介
護
支
援
事
業

所
等
を
介
し
て
皆
さ
ん
の
生
活
を
支
え

て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
優
し
さ
を
伝
え
る
ケ
ア
技
術

と
し
て
、
私
た
ち
が
学
ん
で
い
る
「
ユ

マ
ニ
チ
ュ
ー
ド
」
は
、
正
面
か
ら
二
〇

セ
ン
チ
位
の
近
い
距
離
で
目
を
見
、
手

の
ひ
ら
以
上
の
面
積
で
優
し
く
触
れ
、

低
い
ト
ー
ン
で
ゆ
っ
く
り
と
話
し
か
け
、

そ
し
て
立
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、
あ
ら
ゆ

る
拘
束
か
ら
自
由
を
得
、
人
と
し
て
の

尊
厳
が
保
て
る
手
助
け
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
へ
の
対
応
の
中
で
は
、
こ
れ
ら
の

こ
と
に
は
様
々
な
課
題
も
あ
り
工
夫
を

し
な
が
ら
、
よ
り
良
い
方
法
を
み
ん
な

で
学
ん
で
い
ま
す
。
以
前
か
ら
ご
指
導

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
東
京
医
療
セ
ン

タ
ー
や
静
岡
大
学
情
報
学
部
の
方
々
と

共
に
、
全
職
員
が
患
者
さ
ん
や
ご
利
用

者
の
方
と
の
か
か
わ
り
方
を
各
自
映
像

に
撮
り
、
解
析
評
価
す
る
中
で
、
自
己

研
鑽
し
て
い
く
学
習
方
法
の
確
立
に
つ

い
て
共
同
研
究
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
感
染
対
策
を
し
な
が

ら
、
地
域
の
医
療
と
介
護
の
連
携
を
進

め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、

ご
支
援
ご
協
力
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

皮 膚 科 休    診 折笠 玲子 折笠 玲子 休    診 折笠 玲子

●
福
島
交
通
バ
ス
…
郡
山
駅
発
第
９
・
10
番

ポ
ー
ル
よ
り
乗
車
下
さ
い
。
希
望
ケ
丘
、
新

池
下
団
地
行
郡
山
ビ
ッ
グ
ハ
ー
ト
下
車

●
郡
山
駅
よ
り
車
で
十
分

●
東
北
自
動
車
道
郡
山
イ
ン
タ
ー
よ
り
車
で
八
分

◆診療時間　月～金 /午前９時～正午まで　◆休診日　土曜日・日曜日、祝祭日、年末年始

太田 一寿 太田 一寿 太田 一寿

髙橋  功 髙橋  功 髙橋  功 髙橋  功張簡俊義

外来当番表外来当番表

巻 

頭 

言

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
又
は
ま
ん
延
防
止
に
よ

り
、
地
域
と
の
交
流
が
ほ
ぼ
中
止
と
な
る
中
、
患
者
様
や
ご
利
用

者
の
生
活
を
豊
か
に
す
る
た
め
、
今
回
初
め
て
市
内
富
久
山
町
に

あ
る
双
葉
幼
稚
園
、
年
長
組
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
得
て
、
「
オ
ン

ラ
イ
ン
交
流
会
」
を
実
現
し
ま
し
た
。

　
交
流
会
で
は
女
の
子
が
ダ
ン
ス
を
披
露
、
男
の
子
は
跳
び
箱
を

披
露
し
て
く
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
子
ど
も
た
ち
か
ら
「
好
き
な
食

べ
物
は
な
ん
で
す
か
？
」
「
好
き
な
色
は
何
で
す
か
？
」
「
好
き

な
昆
虫
は
何
で
す
か
？
」
と
質
問
が
寄
せ
ら
れ
、
患
者
様
も
み
ん

な
で
回
答
し
、
短
い
時
間
で
し
た
が
、
小
さ
な
子
ど
も
た
ち
と
交

流
が
で
き
た
こ
と
で
素
敵
な
笑
顔
が
い
っ
ぱ
い
の
時
間
を
過
ご
し

ま
し
た
。

　院 長　

原　寿夫

デイルームで幼稚園とオンライン交流

静岡大学とのミーティングの様子

認定インストラクター指導の様子

園児からのサプライズプレゼント

　
優
し
さ
を
伝
え
る
ケ
ア
技
術
と
し

て
「
ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー
ド
®
」
を
全
職

員
で
学
ん
で
い
ま
す
。
静
岡
大
学
情

報
学
部
の
方
々
と
は
、
客
観
的
に
普

段
の
ケ
ア
を
捉
え
直
す
た
め
に
、
ケ

ア
の
映
像
を
撮
影
し
て
、
振
り
返
り

シ
ー
ト
を
作
成
、
映
像
を
分
析
（
見

え
る
化
）
し
、
数
値
化
。
自
分
の
強

み
と
弱
み
を
知
り
、
仲
間
の
映
像
を

見
る
こ
と
で
適
切
な
コ
ー
チ
ン
グ
に

つ
な
げ
、
Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
向
上
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
、
共
同
研
究
を
継
続
的
に

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
九
月
に
は
群
馬
大
学
准
教
授

の
伊
東
美
緒
先
生
を
講
師
と
し
て
認
知

症
の
行
動
・
心
理
症
状
（
B
P
S
D
）

に
関
す
る
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。
さ

ら
に
十
一
月
か
ら
は
ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー
ド

認
定
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
盛
　
真
知
子

先
生
の
協
力
を
得
て
職
員
教
育
の
推
進

と
優
し
さ
を
伝
え
る
ケ
ア
技
術
を
市
民

に
広
げ
る
た
め
に
取
組
み
が
新
た
に
始

ま
り
ま
し
た
。

　
去
る
七
月
二
十
一
日
に
「
終

活
〜
こ
れ
か
ら
の
人
生
、
自
分

ら
し
い
人
生
を
」
と
題
し
て
株

式
会
社
た
ま
の
や
渡
辺
様
に
ご

講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
地

域
の
方
々
と
一
緒
に
学
び
ま
し

た
。
長
い
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
を

自
分
ら
し
く
生
き
が
い
を
も
っ

て
生
き
生
き
暮
ら
せ
る
か
を
考

え
、
ま
た
実
際
に
エ
ン
デ
ィ
ン

グ
ノ
ー
ト
を
記
載
し
た
り
、
改

め
て
人
生
や
生
き
が
い
を
考
え

る
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　
去
る
八
月
二
十
七
日
に
当
院

職
員
で
救
命
救
急
士
を
講
師
と

し
て
、
「
一
般
救
命
講
習
」
を

開
催
し
ま
し
た
。
各
部
署
か
ら

一
名
ず
つ
参
加
し
心
肺
蘇
生
法

や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
を
学
び
ま

し
た
。
肺
蘇
生
法
の
講
習
で
は

「
強
く
・
速
く
・
絶
え
間
な
く

」
を
心
掛
け
実
践
し
ま
し
た
。

緊
急
時
に
は
こ
の
講
習
会
が
活

か
せ
る
よ
う
に
し
た
い
も
の
で

す
。

【
お
知
ら
せ
】

◆
二
階
の
西
棟
全
居
室
と
東
棟
の
一
部
居
室
の
空
調
修
繕
工
事
を
十

一
月
か
ら
来
年
三
月
に
か
け
て
実
施
し
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◆
郡
山
市
在
宅
医
療
・
介
護
連
携
支
援
セ
ン
タ
ー
の
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
が
開
設
し
ま
し
た
。(k

o
riy
a
m
a-ren

k
eish
ien
.n
et) 

。
活
動

の
様
子
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
次
号
で
特
集
し
ま
す
。

【
編
集
後
記
】

　
忘
年
会
や
新
年
会
の
シ
ー
ズ
ン
に
入
り
ま
す
が
、
少
し
前
ま
で
マ

ス
ク
を
着
用
せ
ず
楽
し
く
お
酒
を
飲
む
こ
と
は
当
た
り
前
と
思
っ
て

い
ま
し
た
が
、
感
染
症
対
策
に
よ
り
生
活
が
一
変
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。
徐
々
に
普
段
の
生
活
に
戻
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
さ
て
、

今
年
度
よ
り
広
報
誌
を
担
当
さ
せ
て
頂
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
約

二
年
ぶ
り
の
発
行
と
な
り
ま
す
。
院
内
外
の
様
子
を
よ
り
分
か
り
や

す
く
し
た
紙
面
作
り
に
努
め
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

幼
稚
園
児
と
の
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
会

終活セミナー

ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー
ド
®
の
取
組
み

ＡＥＤ講習会
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基本理念

生命の尊重と個人の尊厳を旨とし

和をもって市民に信頼される

保健・医療・福祉サービスを提供します。

静岡大学との共同研究（オンライン）の様子
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2月2020年4月～5月7月8月9月10月11月12月2021年 3月～5月～7月～9月～

空気感染隔離ユニット設置の様子 西口玄関・発熱外来設置 衛生的手洗い研修の様子

感染防護具着脱研修（全職員） コロナワクチン集団接種（職域） マスクフィッティングテストの様子

サーモカメラ・自動アルコール噴霧器設置 テレビ面会の様子 コロナワクチン接種（高齢者）の様子

感染対策の支援物資 コロナワクチン優先接種（職員）の様子 他医療機関へワクチンの払出準備

外来患者様の動線検討

環境整備・定時消毒の様子 院内におけるオンライン研修の実施

　新型コロナウイルス感染症に対して、院内感染防止対

策委員会が福島県や郡山市の感染拡大状況に合わせ随時

開催し対策を検討、全職員で院内感染防止及び職員や外

来者がウイルスを持ち込まないよう対策を徹底しまし

た。また、郡山医師会が運営する病院として、発熱外来

の設置や帰国者・接触者外来の指定を受け、行政検査の

受託等を通じて地域の感染拡大防止への対応にも取組み

ました。これらの対策とご家族を始め皆さまの協力によ

り、院内感染及び職員の感染等は発生していません。

◆
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
症

　
↓
「
指
定
感
染
症
」
と
な
る

◆
乗
客
の
感
染
が
確
認
さ
れ
た
ク
ル
ー
ズ
船
横
浜
港
に

　
入
港

・
臨
時
感
染
防
止
対
策
委
員
会
開
催
（
感
染
対
策
協
議
）

◆
最
初
の
緊
急
事
態
宣
言
（
十
三
都
市
）
四
十
九
日
間

・
外
来
待
合
室
の
レ
イ
ア
ウ
ト
を
変
更

・
一
時
間
ご
と
に
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
、
換
気
を
実
施

・
職
員
の
休
憩
場
所
、
昼
食
の
場
所
を
変
更

・
感
染
疑
い
患
者
の
受
入
れ
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
実
施

・
入
院
二
週
間
前
の
体
調
・
接
触
状
況
確
認
開
始

・
職
員
研
修
の
実
施
（
全
五
回
）

・
正
面
玄
関
と
病
棟
を
つ
な
ぎ
テ
レ
ビ
面
会
開
始

　
（
患
者
・
利
用
者
様
と
ご
家
族
）

・
職
員
の
感
染
対
策
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
作
成

・
空
気
感
染
隔
離
ユ
ニ
ッ
ト
を
設
置

・
職
員
研
修
「
空
気
感
染
ユ
ニ
ッ
ト
説
明
、
防
護
具
等
着
脱
　

　
に
関
す
る
実
技
研
修
」

・
外
来
患
者
向
け
正
面
玄
関
の
表
示
を
変
更

・
帰
国
者
・
接
触
者
外
来
を
設
置

　
（
多
職
種
に
よ
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
実
施
）

・
通
所
リ
ハ
ビ
リ
に
て
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
と
サ
ー
キ
ュ
レ
ー
　

　
タ
ー
を
設
置
し
環
境
改
善

・
自
院
に
て
抗
原
検
査
を
開
始

・
正
面
玄
関
、
北
口
玄
関
に
自
動
ア
ル
コ
ー
ル
噴
霧
器
を
設
置

・
自
院
に
て
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
機
器
を
導
入
し
検
査
開
始

　
さ
ら
に
、
年
度
内
に
四
台
追
加
し
計
五
台
で
稼
働

・
看
護
学
校
等
の
実
習
前
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
当
院
で
実
施

・
正
面
及
び
北
口
玄
関
に
サ
ー
モ
セ
ン
サ
ー
を
設
置

・
正
面
玄
関
出
入
り
口
を
仕
切
り
一
方
通
行
と
す
る

・
職
員
及
び
市
内
診
療
所
職
員
向
け
研
修

　
「
感
染
防
護
具
の
着
脱
方
法
と
吐
物
処
理
の
実
技
」

・
市
内
の
一
般
事
業
所
へ
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
た
め

　
職
員
を
派
遣
す
る

・
職
員
研
修
「
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
に
つ
い
て
」

　
（
講
師
　
県
立
医
大
感
染
制
御
学
講
座
　
原
先
生
）

・
自
院
に
お
け
る
職
員
の
新
型
コ
ロ
ナ
検
査
費
用
に
つ
い
て
一

　
部
補
助
を
開
始
す
る

・
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
利
用
者
、
利
用
日
に
自
院
に
て
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

　
査
開
始

・
職
員
の
県
外
外
出
等
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
一
部
変
更

・
福
島
市
内
に
職
員
派
遣
要
請
が
あ
り
、
看
護
師
二
名
を
派
遣

　
準
備
す
る

・
年
末
年
始
の
新
型
コ
ロ
ナ
臨
時
検
査
体
制
を
組
む

◆
二
回
目
の
緊
急
事
態
宣
言
（
十
一
都
府
県
）
七
十
三
日
間

・
休
日
の
テ
レ
ビ
面
会
の
対
応
を
開
始
す
る
（
一
月
）

・
ワ
ク
チ
ン
接
種
チ
ー
ム
始
動
（
二
月
）

・
職
員
研
修
（
三
月
）
（
全
五
回
）

　
「
防
護
具
の
着
脱
実
技
、
救
急
カ
ー
ト
の
確
認
」

・
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
実
施
・
検
討

・
ワ
ク
チ
ン
職
員
等
の
医
療
従
事
者
向
け
優
先
接
種
開
始

　
（
職
員
等
、
郡
山
広
域
消
防
職
員
）

・
ワ
ク
チ
ン
の
配
送
作
業
開
始
（
他
医
療
機
関
へ
）

・
感
染
拡
大
に
よ
る
院
内
感
染
防
止
対
策
の
強
化

・
外
来
患
者
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
強
化

・
郡
山
市
集
団
接
種
会
場
「
亀
田
会
場
」

　
（
医
師
、
看
護
師
、
事
務
員
等
の
職
員
チ
ー
ム
派
遣
）

・
高
齢
者
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
開
始
（
六
月
）

・
ワ
ク
チ
ン
接
種
（
職
域
）
の
協
力
（
八
月
）

・
職
員
研
修
（
八
月
〜
九
月
）

　
「
マ
ス
ク
フ
ィ
ッ
テ
ィ
ン
グ
テ
ス
ト
・
手
洗
い
実
技
」

院内感染防止対策の取組み
新型コロナウイルス

◆国内の出来事

・院内の取組み
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令
和
元
年
十
二
月
以
来
、
二
年
ぶ
り

の
広
報
誌
と
な
り
ま
す
。
令
和
二
年
一

月
、
日
本
で
最
初
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
方
が
確
認
さ
れ
、
以
後

全
国
的
に
感
染
症
が
蔓
延
し
、
当
院
で

も
次
頁
以
降
の
よ
う
な
対
応
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
感
染
症
の
歴
史
を
振
り
返
る
と
、
廃

藩
置
県
で
人
の
移
動
が
自
由
に
な
っ
た

明
治
期
、
ス
ペ
イ
ン
風
邪
が
世
界
的
に

流
行
し
た
第
一
次
世
界
大
戦
の
頃
等
々
、

人
の
移
動
が
活
発
に
な
る
と
感
染
症
が

拡
大
す
る
と
い
う
こ
と
を
繰
り
返
し
て

き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
高

度
経
済
成
長
期
か
ら
の
医
療
は
、
交
通

事
故
や
生
活
習
慣
病
、
ガ
ン
等
、
救
急

医
療
か
ら
高
度
医
療
、
そ
し
て
予
防
医

学
を
含
め
一
人
ひ
と
り
の
個
々
の
病
気

の
早
期
発
見
早
期
治
療
を
基
本
に
し
て

き
た
と
思
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
感
染
症
は
、
高
度
な
医
療

技
術
を
駆
使
し
た
と
し
て
も
防
ぐ
こ
と

は
困
難
で
あ
り
、
日
常
生
活
で
の
マ
ス

ク
や
手
洗
い
等
基
本
的
な
生
活
習
慣
が

大
切
で
す
。
生
活
習
慣
病
や
ガ
ン
等
へ

の
対
応
と
は
異
な
り
、
人
と
人
と
の
か

か
わ
り
の
中
で
、
そ
の
拡
大
を
ど
の
よ

う
に
抑
え
ら
れ
る
か
を
、
地
域
ご
と
、

生
活
圏
域
ご
と
に
考
え
て
、
行
動
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
に

は
、
自
分
た
ち
の
地
域
は
、
自
分
た
ち

で
守
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
介
護
も

含
め
た
生
活
を
守
る
要
の
一
つ
と
し
て
、

「
在
宅
医
療
・
介
護
連
携
支
援
セ
ン

タ
ー
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
セ
ン
タ
ー

は
、
郡
山
市
か
ら
郡
山
医
師
会
が
委
託

を
受
け
、
当
院
に
事
務
所
が
あ
り
、
医

療
介
護
等
の
専
門
職
向
け
相
談
窓
口
と

し
て
情
報
共
有
の
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

か
か
り
つ
け
の
医
療
機
関
や
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
、
居
宅
介
護
支
援
事
業

所
等
を
介
し
て
皆
さ
ん
の
生
活
を
支
え

て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
優
し
さ
を
伝
え
る
ケ
ア
技
術

と
し
て
、
私
た
ち
が
学
ん
で
い
る
「
ユ

マ
ニ
チ
ュ
ー
ド
」
は
、
正
面
か
ら
二
〇

セ
ン
チ
位
の
近
い
距
離
で
目
を
見
、
手

の
ひ
ら
以
上
の
面
積
で
優
し
く
触
れ
、

低
い
ト
ー
ン
で
ゆ
っ
く
り
と
話
し
か
け
、

そ
し
て
立
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、
あ
ら
ゆ

る
拘
束
か
ら
自
由
を
得
、
人
と
し
て
の

尊
厳
が
保
て
る
手
助
け
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
へ
の
対
応
の
中
で
は
、
こ
れ
ら
の

こ
と
に
は
様
々
な
課
題
も
あ
り
工
夫
を

し
な
が
ら
、
よ
り
良
い
方
法
を
み
ん
な

で
学
ん
で
い
ま
す
。
以
前
か
ら
ご
指
導

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
東
京
医
療
セ
ン

タ
ー
や
静
岡
大
学
情
報
学
部
の
方
々
と

共
に
、
全
職
員
が
患
者
さ
ん
や
ご
利
用

者
の
方
と
の
か
か
わ
り
方
を
各
自
映
像

に
撮
り
、
解
析
評
価
す
る
中
で
、
自
己

研
鑽
し
て
い
く
学
習
方
法
の
確
立
に
つ

い
て
共
同
研
究
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
感
染
対
策
を
し
な
が

ら
、
地
域
の
医
療
と
介
護
の
連
携
を
進

め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、

ご
支
援
ご
協
力
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

皮 膚 科 休    診 折笠 玲子 折笠 玲子 休    診 折笠 玲子

●
福
島
交
通
バ
ス
…
郡
山
駅
発
第
９
・
10
番

ポ
ー
ル
よ
り
乗
車
下
さ
い
。
希
望
ケ
丘
、
新

池
下
団
地
行
郡
山
ビ
ッ
グ
ハ
ー
ト
下
車

●
郡
山
駅
よ
り
車
で
十
分

●
東
北
自
動
車
道
郡
山
イ
ン
タ
ー
よ
り
車
で
八
分

◆診療時間　月～金 /午前９時～正午まで　◆休診日　土曜日・日曜日、祝祭日、年末年始

太田 一寿 太田 一寿 太田 一寿

髙橋  功 髙橋  功 髙橋  功 髙橋  功張簡俊義

外来当番表外来当番表

巻 

頭 

言

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
又
は
ま
ん
延
防
止
に
よ

り
、
地
域
と
の
交
流
が
ほ
ぼ
中
止
と
な
る
中
、
患
者
様
や
ご
利
用

者
の
生
活
を
豊
か
に
す
る
た
め
、
今
回
初
め
て
市
内
富
久
山
町
に

あ
る
双
葉
幼
稚
園
、
年
長
組
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
得
て
、
「
オ
ン

ラ
イ
ン
交
流
会
」
を
実
現
し
ま
し
た
。

　
交
流
会
で
は
女
の
子
が
ダ
ン
ス
を
披
露
、
男
の
子
は
跳
び
箱
を

披
露
し
て
く
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
子
ど
も
た
ち
か
ら
「
好
き
な
食

べ
物
は
な
ん
で
す
か
？
」
「
好
き
な
色
は
何
で
す
か
？
」
「
好
き

な
昆
虫
は
何
で
す
か
？
」
と
質
問
が
寄
せ
ら
れ
、
患
者
様
も
み
ん

な
で
回
答
し
、
短
い
時
間
で
し
た
が
、
小
さ
な
子
ど
も
た
ち
と
交

流
が
で
き
た
こ
と
で
素
敵
な
笑
顔
が
い
っ
ぱ
い
の
時
間
を
過
ご
し

ま
し
た
。

　院 長　

原　寿夫

デイルームで幼稚園とオンライン交流

静岡大学とのミーティングの様子

認定インストラクター指導の様子

園児からのサプライズプレゼント

　
優
し
さ
を
伝
え
る
ケ
ア
技
術
と
し

て
「
ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー
ド
®
」
を
全
職

員
で
学
ん
で
い
ま
す
。
静
岡
大
学
情

報
学
部
の
方
々
と
は
、
客
観
的
に
普

段
の
ケ
ア
を
捉
え
直
す
た
め
に
、
ケ

ア
の
映
像
を
撮
影
し
て
、
振
り
返
り

シ
ー
ト
を
作
成
、
映
像
を
分
析
（
見

え
る
化
）
し
、
数
値
化
。
自
分
の
強

み
と
弱
み
を
知
り
、
仲
間
の
映
像
を

見
る
こ
と
で
適
切
な
コ
ー
チ
ン
グ
に

つ
な
げ
、
Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
向
上
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
、
共
同
研
究
を
継
続
的
に

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
九
月
に
は
群
馬
大
学
准
教
授

の
伊
東
美
緒
先
生
を
講
師
と
し
て
認
知

症
の
行
動
・
心
理
症
状
（
B
P
S
D
）

に
関
す
る
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。
さ

ら
に
十
一
月
か
ら
は
ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー
ド

認
定
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
盛
　
真
知
子

先
生
の
協
力
を
得
て
職
員
教
育
の
推
進

と
優
し
さ
を
伝
え
る
ケ
ア
技
術
を
市
民

に
広
げ
る
た
め
に
取
組
み
が
新
た
に
始

ま
り
ま
し
た
。

　
去
る
七
月
二
十
一
日
に
「
終

活
〜
こ
れ
か
ら
の
人
生
、
自
分

ら
し
い
人
生
を
」
と
題
し
て
株

式
会
社
た
ま
の
や
渡
辺
様
に
ご

講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
地

域
の
方
々
と
一
緒
に
学
び
ま
し

た
。
長
い
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
を

自
分
ら
し
く
生
き
が
い
を
も
っ

て
生
き
生
き
暮
ら
せ
る
か
を
考

え
、
ま
た
実
際
に
エ
ン
デ
ィ
ン

グ
ノ
ー
ト
を
記
載
し
た
り
、
改

め
て
人
生
や
生
き
が
い
を
考
え

る
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　
去
る
八
月
二
十
七
日
に
当
院

職
員
で
救
命
救
急
士
を
講
師
と

し
て
、
「
一
般
救
命
講
習
」
を

開
催
し
ま
し
た
。
各
部
署
か
ら

一
名
ず
つ
参
加
し
心
肺
蘇
生
法

や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
を
学
び
ま

し
た
。
肺
蘇
生
法
の
講
習
で
は

「
強
く
・
速
く
・
絶
え
間
な
く

」
を
心
掛
け
実
践
し
ま
し
た
。

緊
急
時
に
は
こ
の
講
習
会
が
活

か
せ
る
よ
う
に
し
た
い
も
の
で

す
。

【
お
知
ら
せ
】

◆
二
階
の
西
棟
全
居
室
と
東
棟
の
一
部
居
室
の
空
調
修
繕
工
事
を
十

一
月
か
ら
来
年
三
月
に
か
け
て
実
施
し
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◆
郡
山
市
在
宅
医
療
・
介
護
連
携
支
援
セ
ン
タ
ー
の
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
が
開
設
し
ま
し
た
。(k

o
riy
a
m
a-ren

k
eish
ien
.n
et) 

。
活
動

の
様
子
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
次
号
で
特
集
し
ま
す
。

【
編
集
後
記
】

　
忘
年
会
や
新
年
会
の
シ
ー
ズ
ン
に
入
り
ま
す
が
、
少
し
前
ま
で
マ

ス
ク
を
着
用
せ
ず
楽
し
く
お
酒
を
飲
む
こ
と
は
当
た
り
前
と
思
っ
て

い
ま
し
た
が
、
感
染
症
対
策
に
よ
り
生
活
が
一
変
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。
徐
々
に
普
段
の
生
活
に
戻
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
さ
て
、

今
年
度
よ
り
広
報
誌
を
担
当
さ
せ
て
頂
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
約

二
年
ぶ
り
の
発
行
と
な
り
ま
す
。
院
内
外
の
様
子
を
よ
り
分
か
り
や

す
く
し
た
紙
面
作
り
に
努
め
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

幼
稚
園
児
と
の
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
会

終活セミナー

ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー
ド
®
の
取
組
み

ＡＥＤ講習会
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基本理念

生命の尊重と個人の尊厳を旨とし

和をもって市民に信頼される

保健・医療・福祉サービスを提供します。

静岡大学との共同研究（オンライン）の様子
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